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大 洲 民 報 2013年 2月 10日 日 本 共 産 党 
大洲市委員会 

23-3271 
39-2915 山鳥坂ダム建設事業が再開について市長の挨拶 

 同じく第 1回臨時議会において、市長はあいさつで、山鳥坂ダム建設事業が再

開されたことについて、「平成２１年９月に補償基準が示された。民主党政権が

新たな段階にはいらないと決めた。３年がたち、地権者にはとっても苦しい日々

でした。１日も早い事業の推進をねがう。肱川は母なる川、肱川と共存できる環

境をつくりたい。」と発言されました。 

 

特別職、議員の報酬、審議会から報告がだされる。 

４月から正式に以下の金額に変更予定です。議会で条例の改正が必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

上表より抜粋＜大洲市＞ 

市長：871,000円、副市長：676,000円、教育長：565,000円 

議長：447,000円、副議長：370,000円、議 員：344,000円 
 

 ２０１３年３月議会の開催予定日は以下の日程です 
 ３月 ５日     市長議案提案 

   １１日～１５日 一般質問 

      ２１日     最終日 
（２６日には第２回議会運営委員会が１０時から行われます） 

９条守ることこそ平和の道 
市田書記局長が参院本会議の代表質問で主張 

安倍晋三首相は参院本会議で、「自衛隊は国内では軍隊ではありませんが、

国際法上は軍隊として扱われています。このような矛盾を実態に合わせて解

消することが必要と考えます｣とのべ､｢戦力不保持｣などを定めた憲法 9条 2
項を削除し､自民党｢憲法改正草案｣が明記した｢国防軍｣の創設を目指す考え

を示しました｡ 
日本共産党の市田忠義書記局長は、代表質問に立ち、安倍政権がねらう集

団的自衛権の行使と、憲法９条改定による「国防軍」保持についてただし、

９条を守ることこそ真の平和への道だと主張しました。 
アーミテージ元米国務副長官らが報告書（２０１２年）で「集団的自衛権

の禁止は日米同盟の妨害物」と述べていることをあげ、「行使を求めている

のは、日本国民ではなくアメリカだ。ともに『肩を並べて武力行使できるよ

うにせよ』というのが要求ではないか」と指摘しました。 
また市田氏は、日本が戦争放棄と戦力不保持を定めた憲法によって国際社

会に復帰し、「戦後６７年間、１人の戦争犠牲者もないという世界でも名誉

ある地位を築いてきた。そのことが世界中の人々から尊敬を集め、紛争の防

止や世界の平和的秩序作りに大きな役割を果たしてきた」と強調。「その光

輝ある地位を守り続けることこそ、真の平和への道だ」と訴えました。 
 
大洲市議会２０１３年 第１回臨時議会が開かれました 

  大洲東中学校の屋内運動場の改築工事の内、地区工事の請負契約の締結が
議題になりました。 

 対象は、木造一部鉄筋コンクリート造り平屋建て、延べ床面積 881.28 平
方m。渡り廊下 1棟。 
契約の相手方は、菅野建設（株）で、契約金額は 2億 6386万円あまりで
す。工期は今年 11月 25日までです。 
また、内機械設備工事は 10,400,000 円で（有）星加水道設備に決まり、内
電気設備工事は、（有）丸電工業に決まりました。 
 



 


